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令和7年度 主要事業
 ▪市民協働分野

 ▪保健・医療・福祉分野

 ▪行財政分野

　地域づくりの主体となる自治会のコミュニティ活動活
性化と加入促進を図るため、コミュニティ活動の支援な
どに取り組みます。

　デジタル庁の整備した政府共通のクラウドサービス利用環境に、基
幹20業務のシステムを移行し、クラウドサービスの利点を最大限活用
した迅速・柔軟・安全かつコストパフォーマンスの良いシステムの利用
に取り組みます。

　子育て世代の経済的負担の軽減と切れ目ない子育て支援を
図るため、妊娠から出産、そして、子育てまでの一貫した支
援を行います。

　地域の活性化を図るため、潮来市の技術を継承する
隊員や若者の視点と外部の視点をまちづくりに反映で
きる隊員を採用します。さらには、地域プロジェクト
マネージャー制度を導入し、地域・行政・民間の関係者
をつなぎ、調整や橋渡しをする人材を登用します。

　財源の確保を目指すため、生まれたふるさとや応援したい自治体に
寄附ができる「ふるさと納税」制度を積極的に活用し、新規出品事業者
や新規返礼品の開拓等を強化します。

　市民の健康維持・増進・疾病予防対策として、定期及び任意での予防接種を推進します。帯状疱
疹ワクチンの定期接種化に伴い、65歳以上の方などを対象に、１回につき4,000円の助成を行いま
す。これまでの潮来市独自の任意接種の助成については、対
象を50歳以上65歳未満として継続し、定期接種同様に4,000
円の助成を行います。

区長会等事業 予算額  2,378万円

ガバメントクラウド移行事業 予算額  1億4,033万円

子ども・子育て支援事業 予算額  5,515万円

地域おこし協力隊事業 予算額  2,801万円

ふるさとづくり寄附金制度推進事業 予算額  1億6,906万円

予防接種事業 予算額  6,418万円
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 ▪教育・文化分野

 ▪産業振興分野

 ▪生活環境分野

 ▪土地利用・基盤整備分野

　関東地方初開催となる全国の中学生が競う、国内最高峰の
ローイング大会を潮来市内で開催し、中学生の体力・技術の向
上とローイング競技の普及・振興を図ります。

　「潮来市地域連携拠点整備基本構想」における都市公園整備の
具体化に向けて、事業スキームや整備・運営計画等の検討を行い、
都市公園整備基本計画を策定します。

　安心・安全なまちづくりを推進するため、自主防犯活動の補完として、防犯カ
メラ等を設置する経費の一部に対して、補助金を交付します。

　「潮来市地域公共交通計画」に基づき、利便性、持続可能性の高い公共交通体系を構築し、地域公
共交通の維持・確保を図ります。また、新たな公共交通の導入による、
地域公共交通網再編に向けた検討を進めます。

　市道の定期的なパトロールを実施するとともに、舗装修繕等の維
持補修を行い、市民の日常に不可欠な生活道路を安心して利用でき
るよう、維持管理に努めます。

　イノシシ捕獲に対する報償費や、わな等の購入費用へ補助金を交付するほか、
鳥獣による農作物への被害防止のため、電気柵等を設置する費用に対して補助金
を交付します。

　さらなる誘客促進を図るため、水郷潮来あやめ園の藤棚など
の整備に取組み、観光資源の充実化に努めます。

　令和６年３月に策定した「第２期潮来市学校適正化計画」に
基づき、学校を取りまく変化や少子化の進展を踏まえ、児童
生徒数の将来推計に基づく、適正規模・適正配置を進めます。

全日本中学選手権競漕大会事業 予算額  2,433万円

地域連携拠点整備事業 予算額  1,502万円

防犯カメラ等設置事業 予算額  277万円

地域公共交通網形成事業 予算額  4,930万円

道路維持事業 予算額  7,472万円

学校適正化事業 予算額  944万円

花資源観光造成事業 予算額  720万円

鳥獣被害防止施設整備促進事業 予算額  145万円


